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し
か
羽
か
れ
て
い
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か
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こ
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っ
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徴
を
有
し
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い
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U

リ
い

E
U
に
よ
り
創
設
さ
れ
る
国
際
私
ム
広
域
範
の
出
庄
は
、

か
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内
最
近
の
現
象
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る
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こ
の
IH
円
つ
い
て
、

E
U
心
利
い
い
政
佐
恥
に

基
づ
き
最
初
心
胤
川
市
’
採
択
さ
れ
ー
の
は
、
実
際
に
は
↓
（
川
口
〈
刊
一
年
の
こ
と
で
あ
る

共
同
体
の
M
h
h
私
法
荒
慌
の
出
現
は
、

段
階
的
に
成
J

遂
げ
ら
れ
て
き
に
c

そ
の
始
ま
り
は
共
肉
体
法
の
枠
外
で
、

国
閣
で
締
結
さ
れ
た

ミ

J
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b
ゆ

A
M河
川
付

つ
の
条
約
が
甫
一
裂
で
あ
る
υ

は込用一の

h
八
六
八
引
f

九
月
二
七
戸
h
c
u際
裁
判
官
特
及
川
川
V

一
外
出
判
決
心
示
訟
執
行
仁
関
す
る
／
J
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い
じ
ル
条
約
ど
あ
る
（
以
yp

九
人
ハ
ノ
午
ハ
万
九
日
の
口
マ
条
約
で
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ぬ
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。
こ
れ
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国
際
条
約
に
み
b
れ
る
川
内
同
時
の
M
M
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三
抽
出
の
拡
般
に
闘
述
ふ
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プ
リ
ユ

y
セ
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記
ド

の
条
約
は
、
契
約
六
市
、
務
の
平
処
法
に
持
す
る

h
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つ
り
条
約
は
、

池
心
条
約
；
心
労
連
立
は
、

例
え
ば
、

日
本
は
そ
れ
ら
を
批
准
す
る
こ
と
が
で
き
怪
か
っ
た
の
で
余
る
－
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ら
に
、
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の
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裁
判
所
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轄
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る
も
の
で
あ
っ
た
ミ
の
↓
つ
の
砕
い
般
は
こ
れ
、
つ
の
川
氏
条
約
と
共
同
体
法
と
の
点
、
の
関
山
一
守
初
め
か
ら
不
ず
ー
も
の
で
あ
る
）

司
時
期
に
、
共
司
休
げ
法
虫
引
は
、
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法
や
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に
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す
る
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朴
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打
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士
、
れ
ら
む
文
句
宇
け
は
恥
い
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に
、
叶
対
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定
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持
戸
、
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契
約
法
、
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関
係
お
も
仏
び
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事
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R
粁
訟
に
闘
す
る
J

も
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で
あ
る
」
れ
つ
の
絞
泊
料
ば
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必
然
的
に
、
銃
一
同
と
湾
沖
一
」
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Y

有
す
る
状
況
に
お
円
る
そ
れ
ら
の
占
忠
則
ザ
p

占
化
性
と
い
う
間
選
を
払
ん
ぶ
し
ど
い
る
の
で
あ
る
。

最
近
で
は

R
U条
約
が
、
共
同
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士
山
手
告
に
あ
ら
た
な
規
律
z
ぜ
ず
る
椛
以
を
吋
守
し
て
い
る

デ止
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九
九

γサ
に
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止
条
～
c

こ
の
吋
山
…
以
命
、
六
日
体
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法
苔
は
成
十
川
J

市川旬、
β
よ
り
よ
く
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能
す
る
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に
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要
な
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剖
で
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管
轄
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抵
触
も
し
く
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体
【
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、
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し
こ
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数
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r
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計
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パ
か
存
心
し
て
い
る
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管
轄
の
抵
触
～
闘
す
る
E
U
規
範

民
同
体
y
J
法
4
告
は
、
同
派
裁
判
管
丞
－
お
よ
円
一
）
外
凶
判
決
の
『
広
認
に
関
す
る
ん
涌
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範
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d
構
築
す
る
必
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JE絞
数
採
択
、
〆
て
き
て
い
る

H
一一
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一
日
域
別
は
、
憤
務
法
、
物
権
法
お
よ
び
p

メ
ド
ポ
ー
法
の
分
好
を
カ
パ

h

J

て
L
る
い
こ
の
茨
則
け
、
刊
川
刊
の
解

二
0
0
0
f可
十

釈
に
必
ず
A

山
改
善
か
な
さ
れ
て
は
い
る
J

も
の
の
、
上
述
の
九
ハ
人
2

リ
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プ
日
ヱ
ツ
セ
ル
条
約
の
内
容
を
引
き
紋
く
戸
一
乙
今
日
お
じ
て

い
る
。
こ
れ
は
7
1
ヱ
ノ
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ル
こ
れ
一
ば
れ
る
剥
則
で
あ
令
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二
つ
司
ー
の
出
川
は
、
や
は
り
こ
れ
C
C
r可
心
主
の
で
あ
る
が
、
第
一
の

一J
ノ
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ム
ァ
セ
凡
日
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と
呼
ば
れ
て
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る
ハ
こ
わ
ば
、
離
婚
と
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責
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7
1伎
の
似
体
議
）
ピ
吟
ず
る
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引
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も
の
に
対
応
し
て
お
り
、

カ
パ

i
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い
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つ
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は
ひ
っ
凶
庁
治
ら
の
ゾ
リ
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y
ト
ル

i
川
羽
山
則
を
怜
完
ず
｝
白
も
の
C
ゐ
り
、
争
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の
な
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片
山
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ち
、
外
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裁
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に
お
レ
L

被
岳
に
よ
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豆
ゴ
誠
げ
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ら
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尽
か
コ
た
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に
仲
山
ヲ
る
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で
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わ
る
し
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直
判
決
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有
効
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こ
れ
ら
の
川
県
市
刊
の
パ
九
Fh
ば、

っ
け
興
味
深
い
特
伎
を
一
市
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一一

J
q
ば
、
川
本
の
よ
う
な
第
一
一
よ
ど
り
冴
速
を
有
計
二
匂
状
況
へ
の

げ
の
泡
周
二
均
一
q
J

る
も
り
で
あ
γ
Q
O

つ
け
円
の
特
徴
は
対
一
戸
事
件
に
適
附
さ
れ
る
裁
判
法
規
範
／
）
、
ア
れ
ら
の
規
範
の
向
一
存
ζ

が
ま
一
0
2
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す
郊
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性
十
一
帯
び
て
き
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い
る
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あ
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管
轄
に
閉
山
す
る
E
じ
心
規
約
fM構
成
田
の
管
骨
格
に
円
い
こ
し
か
義
務
約
九
品
川
d
j
h
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有
し
と
お
ら
ず

第
一
同
C
M
Y
R
特
権
に
つ
い
こ
は

そ
れ
い
り
よ
う
な
ヤ
け
り
を
J

利
し
て
い
ん
め
い
む

で
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ぬ
る
F

徒
三
て
、
こ
れ
ら
C
M釣
は
例
え
ば
日
本
C
管
綜
梧
に
つ
い
て
指
一
ぶ
す
る
こ
し
〆

は
で
き
泣
い
J

こ
の
結
論
付
明
白
で
う
あ
る
：
も
う
つ
の
問
題
は
も
っ
一

E
i一
（
り
ほ
範
は
、
た
と
、
一
九
第
一
国
と
悶
還
を

有
ナ
る
場
ム
円
で
あ
っ
て
も
越
境
的
な
状
況
に
関
係
2

乞
有
ナ
る
心
一
か
、
そ
れ
と
も
、
共
同
作
域
内
の
決
汎
に
つ
い
て
い
か
関
係
を
ん
っ
し
＝

ー
〉
、
1

L
C
V
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〕

ゆ一の
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は
弔
ー
唄
に
応
じ
て
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
、
り
な
い
f

一
だ
の
手
頃

L
K
い
て
は
、
管
轄
に
閲
す
る
E
い
規
ノ
止
は
、
さ
一
」
附
紛
与
が
情
成
同
に
明
確
な
間
違
を
P
F
J
J
L
い
る
場
合
に

J
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き
れ
な
い
υ

例
え
は
、
債
権
に
関
し
て
は
、
九
人
ιれ
よ
り
ー
と
の
仁
あ
ろ
う
乙
契
約
外
心
、
ち
の
ご
あ
ろ
え

ζ

、
プ
リ
ー
ツ
い
ピ
ル
泌
則
こ
い

λ
E
U
規
約
は

川以
ι
一円が
E
U
域
刊
に
H
U
州
を
小
川
し
て
い
る
場
合
に
の
み
迎
い
い
川
さ
れ
る
。
物
絡
に
悶
L
て
は

E
U
規
範
は
当
一
成
物
が

E
U
市
川
に
川
仕
し
℃
い
る
場
ハ
じ
に
の
え
追
川
刑
さ
れ
る
U

初
芝
正
に
持
し
て
は
、
、
六
常
は
了
仏
が
E
U
パ
に
［
研
作
し
て
い
る
場
合
の
九
二

孔
ら
の
規
範
は
通
用
さ
れ
る
。

w

」
れ
以
外
ん
ら
示
唆
に
つ
し
い
q

て
は

正
十
一
山
J
れ
は
弁
常
に
｛
ヘ
、
さ
い
直
川
明
紅
川
を
有
し
L
い
る
c

叫昨日始に町内山し
L
は

ご
れ
ら
／
丸
山
岳
引
は
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輔、、

情
成
国
に
被
告
が
作
所
を
有
、
ご
し
い
る
か
、

か
り
に
例
え
ば
弓
＼
一

そ
の
凶
円
建
を
も
）
て
し
る
功
ム
円
だ
け
で
な
く
、
お
w
ハム

τの
双

h
が、

人
で
あ
っ
た
ζ
L
J
I
よ
一
、
成
門
に
川
住
し
て
い
る
場
ιけ
に
も
K
利
用
さ
れ
る
」

翻1

従
っ
亡
、
こ
れ
を
ま
／
一
め
る
乙
、

C
C
I
l
 

R
U
川
岨
範
は
第
一
一
凶
）
閑
泌
を
右
ず
る
め
W
争
に
y
d
一
関
わ
り
う
る
υ

欧
州
司
作
裁
判
所
の

午
一
一
月
一
日
の

C
4口問↓
4
決
行
日
記
＼
（
）
ね
）

、
沖
一
台
土
7

ト
い
人
日
被
害
名
が
絞
っ
と
y

河
川
体
的
ロ
ポ
出

は
、
ご
れ
ら
け
胤
範
点
、

の
胎
償
を
連
合
で
仁
凶
に
一
軒
住
γ
γ
Q
被
告
に
対

L
て
求
め
る
一
み
訟
に
、
当
該
平
散
か
ジ
ャ
マ
イ
カ
の
泳
岸
で
休
限
中
に
主

I
た
に
も
か
元

わ
ら
ず
、
泡
川
刑
さ
ー
れ
る
こ

r
L

し
る
U

同
じ
く
、
和
人
M
Y
N

仁
成
し
」
ぽ

フ
ラ
ン
ス
に
掛
川
＃
い
す
る
企
業
が
日
本
で
の
夜

fu引
投

L
に
関
し
て
日

l
口
y

パ
で
任
附
も
さ
れ

つ
、
構
成
河
パ
V

受
訴
裁
判
所
は

E
U
Mほ
的
一
を
涜
川
し
ん
も
げ
れ
ば
な
ら
な
い
J

反
対
に

仮
に
日
本
に
正
一
J
す
る
企
来
日
か
ブ
一

7
ご
人
裁
判

一前に

y
ラ
J

ス
に
お
け
る
尚
u
川
C
引
波

L
に
出
向
し
て
訴
え
か
れ
促
ω
止
さ
れ
に
場
ム
け
に
は
、

ヲ
フ
ン
ス
裁
判
所
は
、

被
告
が

E
U竹
い
に
凶
件

し
て
い
泣
い
こ
L
Y
土
問
肢
と
し
て
管
轄
ド
悶
ポ
る
巳

L
規
範
を
、
恒
M
Lな
い
た
ウ
ム
従
っ
て
、

プ
ラ
ン
ス
の
凶
内
心
国
際
弘
正
淀
川
軒

J

ケ
追
窮
す
る
こ
し
く
～
な
ろ
う
代

民
同
体
y
J
法
4
告
に
よ
り
採
択
さ
れ
た
返
範

HXM
ム
一
同
に
悶
述
ず
る
紛
与
L
J
U
関
係
を
高
し
う
る
と
い
う
状
山
は
、
第
一
国
と
の
法
政

波
的
関
係
山
つ
い
て
主
張
な
影
響
ケ
泣
一
千
J

て
い
る
す
↑
一
死
際
、

巳

ur店
慌
の
対
象
こ
市
〆
て
い
る
い
4
弘
明
に
お
い
℃
は
、
そ
の
ご
と
し
ず
り
、

構
成
国
が
、
第
一
同
三

民
間
条
約

1CP一
ノ
枠
組
み
で
あ
ろ
う
と
多
目
間
条
約
乙
い

で
あ
ろ
う

rを
問
わ
「
、
条
約
を
給

結
λ
J
る
こ
こ
が
て
き
な
い
と
い
う
状
況
が
牛
と
て
い
る
ペ
ご
れ
は
、
と
〈
ト
ド
ハ
ー
ゲ
凶
際
私
法
会
議
芝
山
和
給
さ
れ
て
い
る
条
約
に
関
係

ず
る
。
こ
の
結
論
は
欧
州
斗
法
及
川
叶
，
W
に
よ
り

τ
3れ
に
、

R
U
の
叫
域
外
管
斡
権
（
り
日
朝
市
山
に
演
す
る
川
悦
h
v
h
h
与
か
れ
る
。
こ
の
刈
似

に
よ
孔
に
、

t
ハ
司
体

v
法
名
が
同
四
刈
一
昨
坊
に
共
什
J
D
規
範
中
日
以
択
し
に
ぬ
合
に
は
、

、
」
れ
ら
の
比
ハ
日
足
取
範
心
機
詑
に
げ
が
山
内
」
V
H
J
L
4
？っノハ巳

ら
と
の
宇
削
に
つ
い
と
、
第
温
と
条
お
を
締
結
ゲ
る
抗
快
h

間
以
権
恨
を
獲
戸
J
L
h
、
7
こ
に
は
る
の
で
あ
る
ー
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」
の
状
況
は

川
山
川
川
司
法
裁
判
所
に
払
っ
て

一一
1
0六
守
二
月
七
ヨ
L

ι
U
の
非
構
成
凹
で
あ
る
泣
隣
諸
凶
、

例
え
ば
ス
イ
ス

の
戸
て
つ
な
臼
と
の
問
刊
で
計
担
ヂ
川
J
4
戎
引
管
轄
権
に
閲
す
る
条
約
の
係
討
を
日
祈

L
L交
坊
に
悶
L
て
不
さ
れ
ん
戸
山
口
パ
（
ノ
ハ
い
い
一
志

ハリML
）
に
お
い
て
明
白
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
、
最
初
心
条
約
は
構
成
川
ど
こ
れ
ら
の
第
一
一
一
回
ζ

の
閣
に
ル
ガ
ノ
で
九
八
八
午
丸
け
一
ハ

日
に
約
乱
配
さ
れ
た
。
こ
の
条
約
は
、
こ
れ
ら
の
討
に
刻
し
ζ
ブ
り
ょ
ツ
セ
ル
条
約
内
規
範
J

ス
ァ
ム
を
拡
張
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
主
ハ

ル
i
規
引
と
云
打
、

同
体
tv
法
者
が
そ
の
伎
を
伺
う
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
構
成

Emに
お
い
て
は
、
ブ
リ
J
y
k
ル
条
約
法
二

c
o
o－寸に
f
リ
工
ソ
令

、LUlh
、
L
ノ
J

片
／
、

J
才
lt

；
ジ
ム
ギ
小

I
L ル
汀
ノ
条
約
の
甘
い
叫
ん
A
7
h
直
ム
円
、
九
官
、
ぶ
し
い
条
お
を
準
備
す
7

雪
、
と
が
必
裂
と
な
J

た
に
欧
川
司
法
裁
川
川
河
に

に
よ
っ
て
で
は
な
く
六
日
体
に
よ
乙
て
弘
司
私
さ
れ
な
け
れ
ば
去
ら
な
い
し

川H1
常
作
業
に
お
い
て
も
明
ら
か
と
な
っ
て
き
て
い
る
F

一
つ
例
一
千
、
ん
下
げ
て
み

t
う
F

E
じ
が
河
際
γ三
い
に
仰
向
す
る
条
約
ピ
締
結
寸
る
の
に
円
一
言
問
位
的
な
権
限
L
b
r

獲
作
ず
る
よ
う
に
な
っ
た
プ
ロ
ピ
ス
は
ハ
l
タ
条
約
mu

E l' it、と同際JJ,iU:::J相じ，，汁用CG枠＇＂・ ' 元i

債
権
比
に
悶
し
て
は

ハ
i
グ
人
三
肢
が
お
に
ア
メ
リ
カ
合
一
栄
凶
か
ら
の
要
請
H
L
tつ
い
て

行
に
関
す
る
一
段
条
約
十
ど
は
持
い
て
ー
父
渉
を
開
始
し
た
へ
一
L

？、、占
1
1
J
 V
 

孔
六
八
』
（
U
T
り
ム
ソ
己
ル
条
約
の
対
象
と
な
っ
一

回
収
州
裁
判
む
梓
及
び
外
国
相
川
決
心
執

て
い
る
事
現
在
カ
パ
ャ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
ト
コ
た
、
作
誌
が
阿
指
さ
れ
た
と
吾
、
U
H

い
U
の
告
構
成
凹
は
ま
だ
党

μ
ず
る
権
限
J

何
十
一
し

V

〕か、にふい巾

LJ共
同
体

v
決
去
が
つ
い
で
こ
の
一
一
い
門
一
午
に
プ
汁
ソ
セ
ル

I
荒
川
則
ヤ
、
採
択
、
よ
ち
こ
の
時
点
以
降
、
構
成
同

て
い
た

は
で
約
締
結
怪
限
を
交
っ
た
ロ

E
U
は
し
か
L
な
が
J

ハ
ー
グ
会
議
の
メ
〆
パ
ー
で
は
な
く
者
む
を
ず
る
こ
y

は
で
き
な
か
コ
た
J

ご

も
う
ひ
こ
つ
の
類
似
し
に
慨
は
、
千
住
い
の
似
議
に
吋
H
f
h
J

る
も
の
C
あ
る
n

ノ、

の
こ
と
は
E
U
の
委
員
会
が
構
成
問
に
品
川
1

〆
て
交
捗
心
不
民
引
を
強
制
す
る
こ
と
の
払
い
一
円
と
は
な
ら
な
か
っ
2
1
0

九
ん
六
刊
に
条
約
に
結
ハ
ス

γ
る
こ
の
作

こ
れ
は
二

C
C
C午
に
ァ
リ
1

3

ヒ
ル
日
規
則
に
立
っ
た
。

業
に
取
り
か
一
か
っ
マ
人
昨
点
で

E
U
も
土
ハ
叶
体
交
去
を
不
倫
し
て
お
り

ご
の
場
合

ιは
、
出
吋
成
川
は
ハ

l
グ
で
六
人
、
ル
す
る
、
ア
こ
は
で
、
さ
た
が
、
長
門
い
会
は
清
成
直
に
対
［
て
ハ

l
グ
会
一
一
議
に
児
舟
条
項
と
よ
ば

11弘太1};?) CiG (5 ITI) Iつ：301.ヨ001



輔、、

れ
る
永
沼
川
明
、
オ
な
わ
ち
E
U構
成
問
闘
で
の
条
約
の
、
此
用
除
外
h
d
認
め
さ
持
る
よ
ス
必
い
た
c

こ
の
条
町
、
は
構
成
凶
に
お
け
る
共
同
体

翻1

レ人
て三竺
いの
な妓
性
共を
lロl保
体｜住

石い
のる
日干 c 

"' f支
が l祭
必
't.＇ 構
ij 求
心ド1
－こ：1
.t~ も
るITは
号コ

! 

也、

2rn 1.2Ul'1 

丸
九
一
八
年
の
ハ
ー
ア
条
約
を
者
も
す
る
向
日
も
批
准
λ
J
る
円
山
も
右

こ
心
ょ
う
主
検
討
か
ら
弘
司
体
zυ
作
、
者
の
行
訪
日
一
重
山
久
作
が
一
五
際
恥
法
分
野
に
？
戸
い
て
一
一
可
ま
J

T

J

る
こ
J
かん
γ
古
る
。

ご
の
行
訟
は
も
は
や
時
以
内
の
状
川
に
こ
γ
、
ま
っ
℃
い
注
い
ひ
ら
で
占
め
る
。
さ
ら
に
、
第
一

3
7一
の
尚
三
締
結
さ
れ
た
条
刊
に
u
じ
み
↓
込
ま

か
心
切
富
条
頃
は
、
連
邦
制
「
刊
家
条
頃
に
制
民

tu
む
効
果
を
引
し
て
い
ξ
〈
ゎ
ド
い
じ
は
、
連
邦
剖
一
家
の
よ
う

ι、

む
状
刈
仙

hv
当、ん
J

心
状

川
と
考
え
、
そ
乃
こ

2
が
条
約
附
叩
一
誌
を
仇
こ
れ
ら
に
、
A
泊
さ
れ
な
い
こ
と
を
正
！
化
一

3
？
に
考
LT
て
w

る
の
で
丸
る
。

つ
三
国
山
い
事
咋
で
の

E
l
境
認
の
採
択

E
U
rは
に

K
L孔
ば
、

ヨ
1
門
ソ
パ
と
い
う
炉
コ
洲
叫
ん
は
、

物
や
ト
ノ

l
v
ス
パ
炉
、

川
能
な
限
的
凶
怖
い
に
お
け
る
む
J
同
じ
く
ら
い
容
易
に
流

一
旭
「
る
こ
と
が

い
能
川
胤
で
－
…
る
ふ
り
件
宗
法
民
的
人
汁
八
民
主
国
内
心
状
況
を
叶
調
印
「
ず
る
規
範
2
同
！
〆
よ
二
な

規
範
に
版
さ
し
め
よ
う
と
「
る
宵
山
が
あ
る
む
川
付

ι
子
一
配
分
力
に
お
い
て
、

内
凶
勺
口
問
問
で
の
共
助
ρ
山
吉
川
円
同
判
決
の
有
効
性
に
悶
し
て

一
一
の
よ
う
必
死
甲
山
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
三

一
三
司
法
当
日
月
間
の
共
助

厳
格
な
吉
川
叩
に
お
け
る
民
事
泌
訟
の
問
題
に
関
係
す
る
共
同
作
文
圭
は

コ
あ
る
わ

ヘノ

F

一
午
」
仏

C
C
0
4
h片
二
九

E
の
れ
ハ
臼
丈

主
の
外
国
へ
の
込
込
に
間
十
J

る
一
一
判
人
／

0
0
0規
則
ず
あ
る
υ

こ
れ
は
、

例
え
ば
、
刑
判
i

臼
ト
ル
活
刊
し
て
い
る
け
悦
古
川
…
対
ず
る
リ

mん
状
の
送
途
方
法
ピ
つ
い
亡
の
規
則
↑
ど
あ
る
口

J
P
1

J

－U
同
世
間
則
は

（、
ノ

｛「
」

4
れ
い
だ
二
八
日
の
池
の
憐
成
誕
ピ
お
け
る
祉
郊
の
収
集

に
潟
す
る
川
尻
則

一C
ハ
ノ
ノ
二
心
。
一
明
あ
る

、戸

CJ 

つ
の
文
京
口
片
山
こ
れ
ら
の
同
盟
に
＃
反
す
る
何
際
条
約
、
特
に
九
六
五
寄
り
ハ

l
ゲ
条
I

紅
一
段
び
一
九
仁
心
午
の
ハ

I
グ
条
お
1
y
k
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比
べ
て
品
川
田
快
い
て
い
る
じ
こ
れ
つ
は
司
法
機
関
闘
で
の

ρ践
の
コ
ン
ヤ
ク
ト
に
よ
り
、
外
父
機
関
の
仲
介
や
政
前
機
関
心
仲
介
J
r
M
る

ヤ
一
と
の
な
い
、
情
衣
同
の
い
コ
同
司
で
の
共
助
を
凶
作
築
し
て
い
る
。
例
え
は
、
裁
判
開
始
刀
両
状
の
け
ぬ
f
A

庄
は
あ
る
情
ぷ
凶
の
秋
行
す
ば
か
、
J

仙
の
構
成
同
の
は
’
r
f
yに
位
試
な
JF
れ
う
る
」
判
一
ヒ
く
、
一
品
人
尋
問
の
嬬
iu
は
、
店
六
あ
る
榔
戎
日
の
裁
判
后
か
っ
仙
の
構
成
同
の
法

川
寸
～
，
F
｝

I
リ
）
↑
L
Aい
ゲ
引
吉
村
、
L
Pし
｛
】
ノ
？

ω

ご

rf
ー；メ
T

V

Z

に

訴
訟
行
為
り
促
准
一
円
I

非
常
に
存
ρ
切
に
な
っ
て
い
る
こ
い
ス
ょ
う
u

し
か
し
ほ
か
ら
こ
れ
ら
一
り
メ
カ
二
一
人
ム
は
、
（
一
去
に
純
粋
な
正
九

紛
予
に
つ
唱
て
胤
之
さ
、
れ
て
い
る
も
の
と
同
化
し
と
い
る
わ
げ
で
は
な
い
c

実
際
、

品
川
行
記
は
い
ヨ
ま
で

ι山
桜
川
河
一
当
む
被

b
の打パ
j
一MA

に
た
く
こ
と
が
で
き
な
レ
P

一
ぱ
ぜ
な
ら
ば
、

h
M
1
れ
は
公
権
力
行
為
を
外
「
山
涼
1
て
行
使
す
る
ご
と
が
で

F
な
い
か
ら
で
お
る
し
同
じ
ノ
＼

E l' it、と同際JJ,iU:::J相じ，，汁用CG枠＇＂・ ' 元i

証
拠
の
川
崎

mmu取
行
に
出
国
し
て
は

し
か
し
外
国
当

事
実
者
心
政
判
山
は
外
国
に
い
る
証
人
に
由
政
↓
認
可
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
へ

辻
、
日
ぞ
れ
合
一
己
め
れ
ば
す
る
h

と
が
川
能
で
忘
る
リ

こ
の
い
と
は
、
従
っ
て
E
U
M一
収
減
ド
に
お
じ
る
凶
家
ム
下
様
子
政
淳
、
川
M

依
然
残
っ
v

k

い
ザ
匂
こ
と
心
ι
不
し
て
い
る
r

的、／Jn
J
 

P
O
 

〆エA
i

へ
りん

判
決
心
客
ん
日
は
枯
れ
減
さ
れ
に
一
受
訴
裁
問
所
は
も
は
や
第
一
審
に
お
w

て
伝
統
的
な
担
総
事
山
吉
μ
官
官
ず
る
こ
と
が
4

存
さ
れ
て
し
は
い
し

へ
b
）
外
岡
判
決
心
有
効
件
付

心
阜
市

h

川
ペ
ヘ
ヰ
i

吋ノ
j

3
ソ
占
一
ル
条
約
L

上
わ
帝
立
犬
、
れ
1
7

一
反
戦
は
こ
の
問
川
刊
二
つ
い
て
の
八
十
て
の
凶
内
海
条
約
に
お
い
て
児
い
だ

士
る
筑
花
の
よ
う
に

すん
d

わ
ち
、
こ
れ
ら
の
荒
範
は
、
外
国
判
決
士
、
与
の
判
決
の
宝
人
体
古
川
門
官
担
す
る
こ
と
な
く
、
士

た
、
主
認
が
求
め
ら
れ
て
い
る
回
に
お
い
に
必
要
な
執
行
手
続
本
】
仕
く

（
こ
の

f
続
は
し
か
し
～
1
7
2外
附
判
伐
の
執
行
力
を
自
作
る
た

日
践
的
に
承
訟
ず
る
い
一
ー
と
を
認
め
て
い
ピ
の
に
J

め
る

な
お
川
川
？
札
の
効
力
は
伝
統
的
な
戸
…
絶
白
川
叶
の
帝
人
司
、

め
に
は
必
四
方
、
で
あ
る
ハ
一

公
予
や
防
御
濯
の
崎
重
／
）
い
つ
に
も
の
の
審
去
に
服
し
に
士
ま
で
為
つ
三
円

L
ハ
ン
い
年
に
／
リ
J

F

トしル

1
則削川

ノ
リ
ユ
ノ
セ
ル

H
現
川
川
町
I

形
式
的
に
は
iuγ
ンス

7
7／
一
維
持
1
た
が
い
一
一
川

そ
の
校
、



輔、、

一一の有ね一門は
H
W
同
判
決
の
ぷ
認
を
、
ど
～
判
決
L

対
「
る
上
訴
時
に
お
い
て
の
人
ノ
な
戸
れ
た
ー
る
の
で
あ
る
ν

八
北
川
坑
の
第
一
一
の
没
仰
い
は
、
外
国
判
決
に
、

川
一
世
な
番
一
一
九
九
も
手
続
1
4
z
－
f
口
時
的
な
執
行
力
を
認
め
る
こ
こ
で
あ
る
υ

外
国
裁
川
川
官
に

翻1

よ
り
作
成
さ
れ
た
剖
明
言
、
と
れ
は
州

債
務
お
義
こ
一
。
ば
れ
て
い
る
も
の
ミ
あ
る
が
、
を
枕
凶
川

f
れ
ば
足
り
る
の
で
あ
る
υ

こ
の
γ

に
持
L
て
は

日
の
八
口
伝
／
二

C
C品
川
忠
則
や
情
築
汽
れ
ア
n

訪
問
拾
に
持
ず
る
河
川
に
つ
い
て
バ
ゅ
の
状
畑
山
か
あ
る
u

ま
三
現
主
主
口

ス
テ
ム
は
異
議
の
は
い
治
権
日
執
行
に
明
ー
し
て
一
「

U
O
四
午
同
月

c
c一
一
年
か
ら
、

こ
の
外
河
川
決
と
均
一
バ
判
決
り
状
況
の
同
一
化
は

苅
健
一
で
き
る
」
う
に
、
由
一
ゾ
川
崎
当
ハ
ノ
ず
で
し
か
実
現
ペ
リ
能
で
は
な
い
c

～
仏
つ
亡
、
外

茂
判
決
の
布
刈
注
仁
成
す
る
E
U
規
範
が
、
あ
る
一
晴
氏
直
で
下
さ
れ
た
川
決
に
つ
い
L
の
み
関
連
士
有
す
る
J
い
う
ご
と
ぽ
驚
〈
ほ
？

む
こ
と
立
は
立
い

第
一
凶
で
下
沢
わ
た
判
決
は
、
従
っ
て
、
拘
一
川
出
国
際
広
一
広
に
徒
、
？
の
で
あ
る
J

し
か
し
な
が
ら
、

九
、－,-, 、t

E
じ
が

。rC
ブ
リ
ム
ジ
ー
し
ん

I
問
引
に
よ

η
域
い
市
場
の
た
め
に
新
決
の
流
通
レ
ジ
ー
ム
乞
完
治
す
る
、
古
」
に

I
コ
て
獲
得
L
た
抗
仇
的
な

権
限
の
ゆ
え
に
、
前
川
胤
川
川
U
M
一
、
心
点
に
悶
L
て
弟
一
凶
ハ
と
条
約
を
締
給
す
る
の
に
も
は
や
権
限
を
台
、
じ
ν

、
い
な
い
υ

一
二
山
一
状
民
は
、

（

U
（
〉

E

ハλ

一
月
二
J

予
定
さ
れ
て
い
る
品
川
件
川
出
裁
判
所
に
よ
る
長
来
の
ル
ガ
ノ
条
約
二
闘
い
て
切
ら
か
？
と
な
っ

f
u

。

法
の
ほ
仙
聞
に
悶
「
る
E
U
或
範

述
い
析
に
関
守
る
E
U
規
純
は
現
時
当
で
は
ま
だ
こ
く
わ
ず
か
で
あ
？
！
ぺ

い
く
つ
か
の
一
主
虫
記
中
川
来
日
え
高
請
さ
れ
て
い
る
υ

さ
ら
に
、

E
U叫
に
は
川
、

ぶ
作
1

弘一
1

）
く
は
有
事
庁
、
の
実
体
制
λ

引
の
分
間
山
に
お
い
て
、
官
接
凶
戸
ソ
仏
や
迎

EV4桂
川
崎
前
こ
よ
、
は
れ
て
知
ら
れ
て
い
る

ゃ
れ
方
に
ぷ
円
て
、
川
口
一
治
則
に
潟
L
て
も
決
定
す
る
よ
う
な
数
多
〈
の
胤
範
が
内
主
れ
て
h

る。

1
J
山

4
4
結
に
薄
す
る
E
U
法
の
白
山
崎

ヲ

Iμ
ソ
パ
品
凶
は
、
健
か
に
況
に
法
の
抵
触
に
泣
い
「
司
令
条
MWLzv
ぷ
以
多
く
締
結
し
L
き
と
レ
る
－
こ
れ
ら
の
う
ち
、

一
九
人
口
今
六
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月『
i

ん
ヨ
の
打
人
約
の
準
拠
法
に
関
λ
Z
G
E
1
7
条
約
が
特
別
な
地
佼
な
1
J
め
て
い
る

な
す
な
ら
、
こ
の
条
約
は

3
Jロ
巾
に
平
安
か
っ
阿

vh
い
事
瓜
合
カ
パ
ヲ

L
て
い
る
か
ら
で
あ
る
υ

ざ
り
に
、
河
長
約
は

E
U
の
伴
点
同
ず
べ
て
を
ム
山
之
内
7

U

コ
汁
る
、
」
と
を
け
的
と
し
て
い
る

現
時
点
て
は
、

E
U
一γ写
叫
ん
古
は
法
の
抵
触
に
関
し
て
：
つ
の
や
京
中
一
共
同
体
リ
法
お
に
託
し
て
い
る
υ

も
の
で
あ
る
。
他
の
つ
は
そ
れ
ぞ
れ
契
約
渋
務
に
刻
「
る
も
の
（
ロ

1
1
1
γ
I
草
案
）

ζ
契
約
れ
伎
務
に
訓

γ
｝
白
も
の

ノ
は
み
川
守
党
元
治
に
関
守
る

〆ロ
i
マ
H
凸

で
あ
る
u

現
点
す
一
法
作
業
没
阪
に
占
め
る
債
権
法
に
持
す
る

つ
の
苧
案
合
川
川
試
一
o
J
Q
の
は
興
味
深
い
こ
と
で
占
め
ろ
う
ハ

J
J
U
l
マ
1
～一一案

口
！
？
i
草
案
は
一
r
九
九

C
仔
口
l
γ
条
約
十
一
大
同
体
既
引
に
変
史
す
る
こ
と

V
日
中J
と
し
て

w

る
。
こ
の
規
則
の
ほ
択
殺
は
、
ι

唯一

E l' it、と同際JJ,iU:::J相じ，，汁用CG枠＇＂・ ' 元i

成
国
は
国
際
契
約

r
似
す
る

vt拠
法
に
つ
い
マ
第
一
凶
一
と
同
際
条
約
を
締
結
す
る
梧
限
官
有
し
と
く
し
さ
念
日
」

1rrと
E
F
J
必
安
で
あ
る
F

と
れ
は
、
持
轄
の
訟
触
に
関
す
る
以
付
一
可
訳
談
判
所
む
杭
例
に
よ
り
明
ら
か
と
な
る
原
町
中
り
耳
か
れ
る
結
果
で
為
る
）

E
じ
エ
買
え
は
ム
五
九
よ
る
提
案
の
内
J

（
什
心
多
〈
ば
、

ヨ
！
？
”
在
約
を
範
と
す
る
も
の
で
あ
る
そ
の
日
的
は
ム
T
1／
し
て
同
条
約
、
り
い
く
つ

か
の
欠
出
、
主
乙
を
ぷ

J
す
る
ラ
も
の
で
あ
る
υ

同
条
約
は
向
d

締
法
ピ
と
っ
て
お
り
、
主
に
規
定
ー
ピ
一
在
日
叩
に
分
け
て
い
る
つ

日
必
結
の
一
般
市
品
川
断
、
消
山
H
2
契
約
お
「
え
υ
労
的
契
約
に
関
「
る
規
範
、
強
行
攻
誌
に
関
す
る
規
範
の
一
約
類
、
で
あ
る
《

一
般
附
就
い
申
は
、

明
口
、
か
い
や
［
山
川
心
自
治
の
ぷ
則
を
恨
J

し
て
い
ゐ
）
内
一
パ
ギ
一
4
4
は
白
刀
に
契
約
に
遇
L
言
、
れ
ゐ
法
を
巡
択
で
き
る
、
山
似
品
定

は
回
航
戸
一
ン
ス
ス
慣
習
中
選
択

fQHて
一
を
訟
の
る
よ
う
に
一
新
さ
れ
亡
い
司
令
。
こ
の
自
治
法
の
叶
北
大
に
よ
り
工
、
一
凶
心
午
に
？
わ
て
h

学
況
で
却
は
明
、
に
議
p

一
川
さ
れ
て
き
だ
同
際
有
償
判
法
（
一

2
5立
に

C
E）
に
効
h
’J
Y
Uえ
る
こ

に
の
で
あ
る
J

当
事
者
刀
契
約
の
準
w怖
い
川
出
合
選
択
し
て
い
な
い
場
ム
い
に
は
、

、
山
山
人
約
は
そ
れ
が
取
も
常
草
人
口
仙
波
主
を
有

γ
る
一
刊
の
法

に
L1γ
が
、
っ
。
こ
の
規
範
ば
、
当
際
契
約
の
比
較
法
一
げ
野
に
お
い
て
非
常
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
も
り
ゃ
あ
る
が
、
近
来
日
ね
則
z
ぜ
体

止
し
て
い
る
乙
準
拠
法
の
子
初
可
能
生
に
お
u

て
法
的
安
定
常

hv
品
吟
る
た
リ
尽
に
、
久
木
r札
は
ぬ
h

止
の
〆
カ
ニ
ス
ム
に
よ
れ
J

最
も
常
接
た

11弘太1};/)CiG (5 1'15) Iつ＇31.ヨ00'1.



輔、、

関
述
概
念
Jr明
峨
ピ
？
｝
て
い
た

こ
の
推
定
は
史
約
の
特
出
品
的
給
ハ
れ
の
位
務
討
の
汗
所
〈
い
う
い
庄
一
「
引
を
利
凶
し
て
い
る
が
、
条
文
は
判
定
の
史
約
に
お
け
る
債
務
省
が

翻1

d人

り
m 
律
」ν
c 
才工

る
u、
勺
ノ

／ 

古、
:c 

「

" 
2·1•1 1.2Ul11 

議
で
あ
る
か
を
別
で
し
て
は
い
な
い
J

し
か
L
な
が

t
i冨
一
一
の
よ
う
主
以
も
般
的
な
契
約
に
つ
い
て
は
、
い

の
債

hg百
が
日
比
り
、
？

で
あ
る
こ
こ
は
川
砕
で
あ
る
。
従
っ
℃
、
＋
川
山
Rhm人
約
は
浪
人
中
市
は
先
り

i

え
れ
約
は
契
約
う
池
の
川
、
乙
よ
り
需
品
交
な
持
主
z
／
一
有
し
亡
い
ゐ
場
ん
じ
に
は
推
定
日
夜
さ
れ
侍
る
／
）
付
け
加
え
と
い
る
。
こ
の
脱
走
は
似

外
久
本
一
頃
と
呼
ば
れ
る
陛
下
削
の
も
と
と
迂
J
J

て
レ
ヲ
G
C

E
U安門い
h
hの
提
案
は

一
部
こ
れ
ら
の
条
約
の
規
範
か
ら
蹴
れ
て
い
司
る
〈
委
員
会
は
推
定
の
メ
刀
一
一
ス
ム

一
定
心
3
d
H

約
に
つ
い
て
町
付

r
山
氏
粘
点
吉
信
一
ボ
す
る
リ
ス
乞
作
る
と
し
し
さ
が
～
ん
μ」
J

T

れ
と
え
ば
、
先
山
口
は
売
り
心
特
一
昨
地
国
に
よ
り
胤
伸
一
5

れ
、
行

l
ピ
ス
の
提
吐
問
先
約
は
句
l
ピ
ス
心
提
吐
い
醤
む
凶
F

附
地
図
法
に
上
町
、

輸
送
パ
人
約
は
輸
没
者
心
凶
所
地
例
法
、

フ
ノ
マ
人
ヘ

γF

ピ

L
i
シ
ョ
ン

デ
ィ
ス
ト
ト
ノ
ピ
ュ

l
タ
！
の
日
川
町
地
国
民
に
J
る
し
こ
れ
、
り
の
契
約
は
、
指
定
M
f止
に
も
例
外
規
定
に
も
印
刷
さ

λ
l

ぉ、今一
、Jl
v

L
1
1
 

4
イ
い
よ
t
N
J

」
の
り
ス
ト
に
列
挙
さ
れ
て
お
ら
ず
心
情
接
関
連
仰
い
た
指
定
す
る
近
肢
の
規
性
九
よ
る
自

h
変
更
日
d

一FA

向、
c

f

L

 

弱
ア
r

州
国
誌
の
単
純
む
よ
べ
強
行
法
に
つ
b
て
は
、
安
門
円
、
九
立
の
此
心
不
ふ
は
消
費
さ
保
護
や
一
拡
張
、
ν
つ
つ
も
口
？
マ
条
約
の
台
所
前
を
認
め
T

いるロ消費
者
の
似
止
す
此
仁
は
そ
の
f
t川
所
回
目
の
強
行
的
な
規
F
h

阜
市
後
民
一
す
る
こ
ー
と
が
叶
手
れ
々
と
い
う
こ
と
も
人
止
ま
れ
て
い
る
。
似
に
そ
の

契
約
か
池
の
法
を
準
烈
法
、
乙
L

て
い
べ
と
し
亡
も
て
あ
る
n

ロ
ー
マ
条
約
は
、

L
日J
し
、
す
べ
て
の
治
安
者
を
保
弔
問
L
て
い

は
人
位
い
u

と
ぐ
に
、
日
条
約
は
そ
の
作
所
で
訪
問
販
売
を
受
け
て
い
る
で
7
な
消
費
者
、
す
な
わ
ら
、
品
分
の
一
試
C
中
し
い
ハ

み
、
も
し
く
は
広
告
を
宝
け
取
り
、
契
お
の
締
結
に
必
叫
な
行
為
hv
ふ
と
、
で
な
し
た
消
費
者
L
か
県
議
し
と
い
芯

2
1
た
r

w

一
正
よ
う
な

'.lix J人d：γSo .S li'G• 



油
開
口
之
は
俗
に
消
極
的
消
費
之
、
と
呼
ば
れ
E
い
る
し
こ
の
制
限
は
長
い
一
士
一
の
提
案
に
は
み
つ
れ
ず
、
そ
二
で
は
す
べ
て
の
消
軒
、
者
が
、

記
憶
的
消
費
話
一
一
、
あ
ろ
う
と
消
限
的
消
費
μ
包
で
あ
ろ
う
乙
保
護
き
れ
て
い
る
J

労
使
蓄
の
保
川
市
は
労
散
布
に
、
山
寸
↓
政
契
約
が
仙
の
附
子
ぷ
り
ノ
地
主
守
山
仕
関
連
ゃ
右
し
て
い
る
場
企
を
除
芦
、
労
務
を
促
供
ず
る
助
副
の

法
の
強
行
法
川
坑
の
い
性
別
を
認
め
て
い
る
。
長
い
は
会
の
提
案
で
は
口
！
？
粂
約
刀
、
｝
心
規
定
は
改
正
さ
れ
ど
い
な
い
。

最
後
に
、
強
行
法
は
ロ
マ
久
木
約
に
お
い
て
特
別
規
定
－
U
対
象
と
な
3

て
お
り
、
ず
へ
f
L

－U
E
際
契
ー
札
に
有
効
で
あ
る
。

こ
の
規
定
は
裁
判
官
に
述
結
規
範
に
よ
れ
祁

rι
さ
れ
る
法
ー
し
長
以
ξ
法
乃
一
政
行
的
な
規
誌
を
遇
川
刑
す
る
こ
J
一
認
め
と
い
る
c

こ
の

円
以
判
官
ハ
は
、
ヲ
べ
て
の
場
合
に
お
い
て
！
一
凶
の
託
行
規
範
之
主
用
ず
る
こ
と
か
可
能
で
為
る
η

さ
ら
に
伎
は
外
川
の
捻
行
法

u
強
行
川
県

E l' it、と同際JJ,iU:::J相じ，，汁用CG枠＇＂・ ' 元i

叶
む
も
逃
刑
す
る
こ
と
が
で
き
る
出
、
目
白
り
以
内
伯
な
裟
什
守
山
梨
き
れ
て
い
る
い
ヲ
ロ
わ
点
、

契
約
が
そ
の
ふ
い
と
密
長
九
州
民
間
違
を

ま
ー
た
、
外
国
強
行
＋
れ
の
政
絞
も
多
少
考
出
品
し
永
け
れ
ば
な
ら
な
い

ぃ
引
し
て
い
る
必
授
が
た
町
、

委
只
会
心
従
業
は
円

1γ
条
約
む
こ

の
規
定
主
改
ム
し
て
は
い
な
い
が
、

強
行
伝
説
心
般
的
以
定
義
枕
へ
J
を
呼
へ
し
て
い
る

的、ペ

ヤ
マ
日
主
案
は
不
法
行
九
点
、
了
え
は
市
不
法
行
為
悩
fA
仰
に
、
品
川
さ
れ
る
法
定
決
む
ず
る
ご
と
を
ド
的
と
7

し
て
い
る
に
と
の
問
題
は
、
aっ一。G

 

L！？
A
 

i
入りん

μ
i
マ
百
草
実

h

こ
付
1
1
p

可
に
わ
；
人
り
、
特
に
ア
メ
J

力
に
ふ
お
け
る
と
同
じ
よ
λ

に
ヲ
ー
ロ
ッ
バ
に
お
い
て
も
多
く
の
議
論
の
汁
象
と
な
っ
亡
き
C
い

信》
う

年
ピ
ロ
ー
グ
条
約
ケ
γ
父
沙
し
た
拠
出
、
同
条
約
に
w

の
間
垣
本
力
バ
ー
さ
せ
る
試
み
が
あ
っ
行
古
、
述
結
規
範
の
内
容
に

関
1

v

て
九
一
一
く
合
意
が
行
い
ら
れ
な
か
っ
た
υ

一
令
ド
バ
ム
ー
か
ら
の
現
存
心
援
す
い
は
、
従
っ
て
間
閣
を
埋
め
戸
ロ
う
ど
す
る
も
の
で
あ
る
J

ん止の

重
要
以
改
革
は
占
め
る
も
り
の
、
九
体
ζ

し
亡
、
先
案
は
構
成
庄
の
こ
の
肖
に
践
す
司
令
ヒ
絞
汁
引
を
抱
一
｝
戸
、
い
る
U

中
東
に
は
一
役
畑
山
と
特
別
規
定
／
）
わ
り
ん
同
ま
れ
て
い
る
。

一
般
規
定
は
ψ
I出
者
に
法
主
口
f

恥
償
に
達
川
さ
ー
れ
る
法
心
選
択

hv
認
許
J

て
ヨ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
被
ギ
け
か
甘
い
か
ム
い
中
川
孝
で
ぽ
以
し
場
ム
円



戸、＋
l

山、

こ
の
選
択
は
不
法
行
九
り
が
代
ん
片
し
た
州
ぼ
さ
な
け
れ
ば
な
J
C

れ
得
合
い

輔、、

当
事
者
の
選
択
が
な
い
場
合
に
拙
い
附
さ
れ
る
切
れ
足
的
な
規
定

ιー〆て、
攻
防
的
な
述
結
が
存

ιLに
い
る
。

r

事
者
が
河
一
円
に
i
J

け

翻1

k
 

ut
て
い
る
ぬ
ム
巳
れ
は
、
そ
の
回
心
法
が
適
い
相
さ
れ
る
ロ
匂
ご
う
で
仕
い
m
w
λ
告
に
は
、
川
相
害
発
バ
コ
池
田
の
法
が
泊
尽
さ
れ
る
ロ
た
い
ケ
夕
、

ι、
山ハO、／J

ド
ィ
l
y
り
い
符
誌
が
円
本
人
に
っ
こ
L
包

F
V｝
政
局
「
る
い
村
戦
争
）
配
和
し
て
い
る
場
台
に
は
、
山
叫
台
賠
償
は
川
上
小
中
…
に
戸
ふ
る
。
九
弘
ぜ
川
正
ら

ば
、
戸
一
れ
は
被
吉
者
の
名
以
「
＼
の
俣
市
γ
いん
J

存
紋
し
マ
、
い
る
官
庁
だ
古
ら
で
占
め
る
u

配
k
行
為
引
は
さ
れ
た
ト
f
ツ
法
は
泡
則
さ
れ
な
い
だ

つ

8
 
5
 
M
 

リ

f
t

に

こ
の
じ
殺
と
い
う
目
的d
は
当
事
者
の
共
居
間
所
地
図
況
の
波
川
市
十
戸
中
i
化
す
る
も
の
で
あ
る
c
市
悩

こ
の
解
決
は
比
較
法
に
恭
づ
く
伝
統
前
九
d

川
県
釘
で
し
は
長
な
三
」
い
る
〈
伝
統
的
な
規
範
は
述
常
不
法
な
ノ
汀
為
が
な
さ
れ
た
け
勿
川
三
法

を
指
定
す
る
も
♂
で
あ
る

ご
わ
し
は
、
足
時
の
学
読
む
炉
冗
や
り
京
忽
を
符
て
い
る
J
h
C仲
f
説
と
は
、

し
ば
し
ば
一
一
九
長
と
い
う
目
的

br考
窓
す
る
必
吹
性
ど
4

下
張
し
て
お

η
、

き
ら
に
、
行
為
地
伝
7
、
は
な
く
同
刑
事
一
地
出
の
優
遇
は
、

f
弘
、
ン
ス
ア
ム
も
し
く
は
不
、
バ
な
つ
お
の
一
抑
制
、
J

ス
テ
ム
と
い
う
よ
り
1
h
v
L
勺

損
害
応
墳
、
J

7
、
子
ム

ι

悶
「
る
口
氏
争
責
日
れ
い
の
実
体
法
分
野
で
り
改
古
ー
ー
と
よ
く
去
し
て
い
る
U

こ
の
よ
う
な
明
書
地
を
好
む
流
れ
は
、
し
与
し
な
が
っ
ョ
ー
口
ノ
パ
の
ほ
内
市
場
と
い
う
f

人
脈
い
お
い
て
は

，にの一時点片品ユハー」了小いて

い
る
と
い
え
る
し
実
際
、
ピ
ジ
不
ス
界
は
こ
れ
に
断
回
以
パ
司
、
ν
て
お
り
、
不
凶
行
為
地
法
の
祉
作
J

乞
よ
り
一
日
土
｝
J

い
と

v

て
L
る
c

実

際
む
こ
こ
ろ
れ
一
凶
行
品
池
は

L
け
は
し
は
企
業
の
－
d
り
地
法
ν

二
致
し
、
製
口
叫
ん
ヂ
汁
1

ピ
ス
の
本
源
日
法
こ
も
武
子
る
つ
実
際
に
、
成

内
川
川
崎
〆
｝
い
う
文
脈
で
は
、
共
司
休
止
1

十日
μ
包
は
、
本
源
凶
訟
の
規
則
を
捻
凶
寸
る
こ

る
こ
／
｝
に
士
川
合
条
を
m
w
d
過
し
て
い
る

ハ
札
一
っ
て
委
h
Hム
れ
の
ロ
マ
H
H
V楽
に
対
一
q
J

る
企
業
の
反
『
ゅ
は
珂
解
し
て
い
る
u

そ
れ
に
も
持
わ
ら
ず
、
こ

に
三

l
ロッ

二
つ
町
会
り
第
一
七
プ
ン
司
、
／
」
U
Y
V
3

芯
し
っ
、
お
れ
、
そ
こ
で
は
こ
の
企
業
か
ら
の
反
汁
は
支
持
さ
れ
な
か
っ
丈
。

一
般
規
定
と
は
引
に
、
特
別
小
寸
法
行
持
を
対
象
し
い
す
る
特
別
規
定
ぺ
M

↓
わ
る
し
と
、
れ
は
駅
近
物
責
汗
、
環
境
い
い
二
口
、

小－止
i

抗
争

ιよ
h



ハ
ヒ
？
に
旧
制
＋
お

o
び
知
的
財
洋
権
に
対
ず
る
侵
害
で
ぬ
る
r

川
製
造
物

R
粁
は
、
こ
の
法
ド
小
川
技
法
省
に
と
っ
て
子
見
方
刊
誌
で
な
い
限
り
、
被
J

百
ぴ
刊
の
比
一
同
泊
日
法
に

ι
h
規
／
付
さ
れ
る
J

こ
の
胤

乏
に
よ
り
、
共
同
川
体
J
！
作
有
は
被
害
省
宇
一
俊
過
し
、
こ
」
一
心
午
以
卜
に
わ
ず
九
り
崖
v世
界
で
続
パ
ド
て
き
た
議
論
ピ
終
位
ハ
？
を
う
っ
こ
い

t

か
な
り
川
町
確
な

υ
場
に

υ一
っ
て
い
る
。

一
ル
ゴ
一
年
に
ハ
ゲ
会
議
が
こ
の
問
題
に
つ
い
て
粂
約
を
作
成
し
ゅ
人
こ
と
は
む
十
l

つ
れ
℃
い

る
が
、
こ
の
粂
約
は
き
わ
い
の
で
限
ら
れ
た
伎
の
日
に
し

っ
丈
。
こ
の
条
約
は
、
被
中
川
者
の
利
p

サ
；
製
造
持
の
初
完
？

cr久
協
乞
実
現
し
よ
「
と
人
qJ
る
非
υ
吊
に
牧
神
な
川
別
柄
引
か
ら
な
っ
て
い
ξ
〈
ゎ
ド
い
じ
は
Z

明
確
に
被
害
醤
に
有
利
な
？

JL喝
を
衣
引
し
と
お
れ
、

同
時
に
、
情
成
－
h
が

九
七
’
J
1
条
お
ケ
一
如
一
准
ず
る

f
i

、
w
k
l〉
ヨ

〈

E l' it、と同際JJ,iU:::J相じ，，汁用CG枠＇＂・ ' 元i

委
員
交
の
提
案

rhm
い
亡
は
、

絞
り
叶
汁
別
な
不
必
行
為
は
げ
追
悼
、

川
町
市
下
刊
の
充
守
地
」
よ
り
時
津
さ
わ
て
い
Q
F

こ

ど
の
U
L也
1
汰

｛
疋
幕
引
ー
に
午
、
え
ら
れ
る
特
別
な
唱
要
性
ピ
確
認
し
て
い
る
へ
し
か
し
口
ー
か
ら
、
被
岩
許
川
d

掠
害
地
も
し
く
は
同
町
民
ノ
打
九
地

択
「
る
こ
と
が
て
き
る
環
境
事
刊
に
悶
し
て
は
、
若
ー
の
注
い
が
J

め
る
工
う
」
思
わ
れ
る

一
二
り
特
命
は

v
f
ツ
凶
v
弘
法
、
り
準
不

K

行
為
事
刊
に
悶
寸
る
戸
J

論
か
ら
話
相
u
を
山
村
て
♂
ρ

J

、
E
U
条
約
に
よ
っ
て
排
除
で
さ
れ
と
汚
染
者
主
払
い
原
則
ど
川
明
す
る
と
と
な
円
的

とふ
d
y
号令

4J
の
ご
↓
あ
る
じ

つ
“ 

ヨ

口

F

パ
強
行
法
の
山
現

ヲ
U

ッ
パ
に
お
け
る
域
内
山
場
法
の
改
革
は
、

ず
九
乙
ズ
ば
、
消
費
ι白
子
）
く
は
、
山
刀
般
有
t
Z
4
m
w
A
議
ず
る
い
ご
を
日
的
ノ
て
す
る
数
多
く

の
規
定
の
品
川
π畏
を
特
別
に
、
出
日
的
な
J
M
の
と

L
て
相
官
不
し
て
い
Q
d

こ
の
現
象
は
構
成
同
法
に
お
け
る
こ
の
砲
の
規
乏
の
胎
山
に
関
連

ゴ
日
ら
れ
と
い
る
u

実
際
の
ζ

こ
ろ
、
こ
れ
ら
の
k
i内
規
定
は
父
流
へ
の
降
川
州
止
を
構
築
し
て
い
る
口
に
こ
え
ば
、
泊
長
名
法
の
い
泡
川
用
は

れ
JE出
企
業
｛
ニ
契
約
準
拠
法
、
ご
れ
は

設
zυ
治
法
と
あ
る
が
、
ど
り
却
係
で
辺
初
日
約
九
仙
波
請
を
叶
J
7
4
G
n

！
こ
～
小
っ
ν

域
内
行
μ
場
が
慌
能
古
巣
f
l

ハ
「
こ
と
に
民
虐

L
rぱ
一
じ
れ
ば
な
ら
な
い
江
八
同
体
白
法
者
が
温
内
の
保
設
政
策
心
十
九
宍
を
、
七
れ
ら
を
除
去
す

11弘太1};?) CiG (5 1'19) Iつ＇＇／ 1.ヨ001



輔、、

る
こ
と
な
く
縮
減
す
る
こ

し
h

ベ
ノ
の
は

rf情
な
こ
と
で
あ
る
仁
す
な
れ
も
、
州
出
一
み
の
胤
範
は

E
い
レ
ベ
ル
で
ほ
択
さ
れ
る

い
と
に
な
る
の
て
あ
る

翻1

ー

ピ

一

川

一

一

広

、

共
吋
体
り
法
者
ば
例
え
ば
製
造
物
菅
川
粁
、
消
革
、
切
れ
契
約
に
お
け
る
T

公
条
項
、
し
允
E
H
に
お
汁
る
引
き
ιl問
1

）
の
保
証
、

r
ワ』

仲
介
業
者
の
れ
町
議
な
と
に
対
す
る
統
実
体
制
諸
を
定
め
る
多
く
の
指
令
を
ぷ
抗
し
℃
さ
だ
。

h

一心
r

入
脈
己
、

こ
れ
ら
の
指
令
は
な
蝕
淡
に
潟

L
て
蝶
し
い
問
題
を
Y
A
h昭
子
J

る
u

共
同
一
体
lv
法
者
h
r
仮
設
一
り
強
行
的
な
規
定
J
V
と
お
い
に
場
合
、
構
成

中
川
政
判
守
一
は
レ
」
際
的
な
湯
内
す
べ
て
で
？
れ
を
直
川
し
な
け
れ
ば
ほ
ら
な
い
の
か
、
を
ふ
れ
と
も
E
L
と
わ
出
な
坦
述
！
を
有
す
る
場
合
に

の
み
治
吊
す
ぺ
一
宍
な
の
か
、
も
し
く
は
、
凶
内
心
抵
触
法
規
箆
が
也
氏
巴
の
実
体
法
を
指
’
必
ず
る
場
合

ιの
み
、
企
出
す
べ
さ
去
の
工
三
ろ

i

、A
〔

λ
J、
山
川E

じ
に
お
作
ヘ
け
は
特
別
な
性
業
を
有
す
る
一
広
官
庁
文
古
で
為
る
と
い
う
：
と
J

ど
迎
併
し
な
け
れ
ば
何
百
ら
ば
い
F

こ
の
出
指
令
人
い
い
、

国約いけ一山に

ふ
の
内
容
J
y
d時J

し
替
え
る
法
的
表
お
ピ
門
ハ
ユ
ー
同
ヱ
ア
叱
象
ー
と
し
f
L

い
る
。

経
験
に
よ
る
と
、

共
同
体
！
け
ん
は
や
ぶ
に
は

1
3

一

μ

ヘ

村

坊

に

k

こ
れ
つ
の
丈
皇
は
い
料
、
り
必
の
批
触
に
悶
す
る
お
別

一
つ
の
佐
川
股
い
わ
d

規
定
今
、
合
ま
な
い
も
の
で
あ
る
一
清
は
適
似
叶
伝
性
に
つ
い
て
の
目
別
胤
定
士
会
む
も
の
で
あ
る
が
、
ネ
の
け
品
川
い
は
時
川
凶
器
ん
な
二

と
が
あ
る
、

（

a
）
迎
川
い
岡
山
品
川
軒
の
な
い
ヲ

U

ッ
パ
公
出

指
ん
ー
に
句
人
、
J
M
門
際
的
な
場
町
で
の
そ
の
尚
一
川
に
問
」
ず
る
規
｛
一
一
が
／
円
ま
れ
て
い
な
い
場
八
日
f

は
、
そ
の
実
体
規
範
は
、

仙
の
内
山
刊
の

百
六
体
規
範
ζ
並
ん
で
庄
内
法
に
坂
入
さ
れ
る
口
F

て
の
結
果
、

一μ
t
ん
す
る
4
、
こ
れ
う
の
主
体
規
範
の
適
川
市
は
、
パ
手
都
政
判
所
の
河
内
壮
一

鉱
山
出
現
花
小
こ
れ
ら
の
実
体
規
範
h
p
t
7
入
じ
た
凶
作
成
？
十
八
の
比
一
一
を
指
定
じ
て
い
る
場
台
に
の
ム
、
な
さ
れ
う
る
い
〈
田
中
わ
孔
る
。

に
と
え
ば
、
独
占
し
f
ハ
版
充
代
坪
人
の
保
設
に
庁
い
す
る
一
九
八
六
甘
一
月

八
円
八
六
／
六
エ
J

一
品
川
令
は
、
住
人
の
た
叱

ιモ
ノ
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一
、
売
る
か
官
一
一
つ
か
の
義
務
を
負
っ
て
い
る
仲
介
宍
与
す
を
保
護
）
て
し
る
f

そ
こ
に
は
仲
介
業
ヌ
の
校
一
少
に
悶
ず
る
涜
五
体
説
称
、
民

に
た
い
人
か
ぺ
J

の
ん
p
f
h
刊
の
ト
心
的
な
ト
U
M
烹
の
ぬ
令
に
お
け
る

T
の
よ
う
な
胤
範
が
総
体
y
し
し
て
今
日
ま
れ
て
い
る
。
そ
」
に
は
し
か

L
な
が

ら
回
航
的
河
川
何
百
ご
の

J
U
一
旭
川
川
に
閥
ず
る
川
況
だ
は
い
つ
手
い
ヘ
日
ま
れ
亡
い
な
い
ト
ヶ

γ
え
ば
連
合
市
け
の
「
で
？
な
構
成
問
は
、
こ
れ

h
J
の
主
体
川
尻
同
組
か
↑
？
叫
ん
山
に
よ
っ
て
干
J

刈
一
法
／
「
U
J
1
L

宰
人
L
て
い
｝
白
U

イ
ギ
リ
ス
市
山
川
で
ア
メ
リ
カ
企
業
を
代
述
一
ヲ
る
川
川
介
装
計
を
慌
に
し
て
2
よ
共
U

イ
ギ
リ
ス
で
、
」
の

γ
メ
リ
カ
会
社
に
刻
す
る
訴
え

をげ
K
4
L
9
司
令
場
ム
円
で
あ
る
f

u

伎
は
、
印
酬
5

ぷ
村
払
い
を
、
桁
ム
J
U
γ

↓
混
入
し
た
ィ
ー
ピ
リ
ス
法
に
基
づ
い
て
摂
し
て
い
る
c

契
約
で
は
し

勺ん

1
一
ぱ
が
ら
カ
リ

y
t
ル
一
マ
バ
法
が
混
択
さ
れ
に
レ
る
c

E l' it、と同際JJ,iU:::J相じ，，汁用CG枠＇＂・ ' 元i

通
需
は
イ
よ
け
ス
犯
触
が
境
片
的
は
こ
の
契
約
を

6
E
ι
Fパハ
U

規
則
に
民
づ
い
て
カ
リ

7
t
ル
一
一
一
ノ
州
民
に
旧
日
き

L
め
る
〔
こ
の
給
、
府

に
よ
れ
ば

指
令
の
誼
／
れ
臼
別
総
は
、
代
理
人
が
ゆ
み
の
約
日
刊
か
れ
F
U
U
仏
一
で
訂
っ
て
い
る
に
も
伊
か
わ
ら
ず

h

山
叫
刀
や
十
判
し
な
い
日
〕
と
に
と

る
r

一
、
ヘ
り
よ
二
、
ロ
花
咲
は
ヨ
！
日
ソ
パ
の
斗
法
政
策
の
観
点
、
伊
、
り
ょ
中
合
理
で
あ
る
っ
た
一
せ
は
、
り
、
持
令
は
E
C条
約
に
よ
円
札
定
さ
れ

の
ム
円
比
二
基
づ
い
て
お
り
、
こ
の
白
止
を
病
以
凶
で
設
守
さ
れ
に

rベ
ー
の
企
業
が
ん
「
J
n
J
ん
し
て
い
る
7

平
ら
で
あ
る
代

欧
州
司
法
裁
判
所
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、

一
円
〉
（
リ
ロ
守
i
t
i
H
h川

1
J
の
｝
コ
間
ヨ
E
判
決

に
お
い
て
判
断
を

f
L

丈

同
決
判
所
は

九
八
一
ハ
午
の
指
令
に
は
肘
不
の
、
叫
応
荒
範
が
ん
A

ま
れ
て
お
り
、
と
れ
に
司
日
仏
る
と
立
の
的
行
規
範
は
構
成
凹
と
密
絞

関
述
、
ケ
ナ
1
3
6
r
J
1
て
の
契
約
に
池
い
い
川
さ
れ
る
乙
し
ず
八
口

－U
j
一
で
な
す
ぬ
ム
口
九
は

九ム一、

ま
に

引
リ
丸
川
川
J

一
主
ー
で
J
L
王、、、ず三十

日

dkド
i
J
W
f
e
d川
主
ぶ
l
q
’yノ
fvdv

そ
の
も
で
フ
仕
関
山
庄
が
行
ー
在
十
J
7
Q
J
、
明
言
し
た
の

C
あ
る
の

1M行
法
や
主
義
、
泡
川
刑
法
占
め
る
い
は

占
的
適
用
と
し
亡
iNL
～
ら
れ
る
問
題
に
つ
い

の
誌
角
J
V
と
解
決
rJ
司
令
民
同
体
の

F

、J
：、

、
I

J

（

）

7PVん
）

v
l

や
り
万
そ
れ
は
、
J
L
I

対
の
「
見
附
私
作
一
明
」
ら
れ
て
J

る
r
H
ババ山
ζ

鋭
似
の
も
の
で
あ
る
が
が
は
っ
き
り
し
て
く
る
の
が
わ
か
る
。
ふ

h」

一
イ
規
約
の
有
『
切
な
活
川
明
を
保
障
L
f
る
共
同
体
法
科
中
心
必
要
刊
が
見
て
取
れ
る
－
同
時
に
こ
の
よ
う
な
新
し
し
法
秩

11弘太1};?) CiG (5 I只l; Iつ＇01.ヨ001



輔、、

H

げ
は
、
第
一
一
回
ー
の
悶
係
で
は
、
同
門
の
法
ン
ス
テ
で
仁
川
似
た
方
法
で
、
法
適
応
心
境
界
線
ー
守
、
ど
こ
に
引
く
べ
き
か
探
求
、
工
L

い
る
二

、

翻1

（

b）
I
心滴いい川
U
M
胞
を
含
む
一
ヲ
ロ
ソ
パ
山
政
「
L
作

自
ら
り
只
際
的
、
仏
場
出
で
心
円
相
用
に
つ
い
て
叫
ぶ
の
規
範
を
有
す
る
指
令
ち
数
多
く
あ
る
。
こ
の
現
象
は
、
出
一
安
者
」
契
約
に
お
け
G

小ムコ久
A
4
I～均一
q
J

る
け

U

y
パ
規
則
に
持
し
℃
切
ら
か
い
」
4
0
J

る
こ
こ
が
で
き
る
U

一
ん
九
一
午
引
い
け
半
川
九
一
／

一指へ
J

は
、
巾
J
七
判
別
で
の
明
ら
か
な
不
均
問
主
↑
れ
J

出
B
d
J

す
べ
亡
の
条
項
は
消
門
司
有
に
対
抗
で

き
な
h
v

と
山
川
！
止
し
て
L
る
P

こ
の
和
ヘ
リ
は
、
そ
の
よ
う
な
規
針
。
は
強
行
訂
で
y
A
打
、
庄
司
成
記
法
は
構
成
一
山
と
稀
接
な
民
述
一
γ↓
有
す
る
す

べ
て
の
契
約
に
お
い
づ
、

吋
ど
の
よ
う
立
梨
約
が
れ
費
者
に
と
っ
て
小
利
誌
な
節
一
同
の
訟
を
指
定
し
て
い
る
場
ん
に
は
つ
ね
に
、

有志」川甲山議
L
泣
け
れ
ば
は
ら
な
い
と
比
定
し
て
い
る
F

構
成
凶
は
こ
の
指
令
令
凶
内
出
に
組
み

、
そ
の
や
り
方
ば
多
目
仰
で
め
っ
た
ハ
例
、
ズ
ば
、
不
当
条
項
内
閲
す
る
ァ
ラ
シ
ヴ
ハ

K

は

E
じ
に
凶
行
す
る
計
究
者
向
い
よ
の
締
結
さ
れ
た
す
べ
て
心
契
約
三
J

い
て

ヲJ

の
契
約
が
E
U域
内
で
給
付
恥
さ
れ
た
か
履
行
さ
れ

る
判
明
ん
は
に
岨
川
町
さ
れ
る
と
規
定
寸
る

つ
f
l
、、

つ
フ
〆
ス
の
決
判
官
は
フ
ラ
J

ス
の
y
刊
行
法
胤
較
を
ベ
ル
ギ
ー
に
府
住
す
る
消
費
者

が
ス
ペ
イ
ン
で
リ
不
合
γ4
古
川
と
稀
給
し
た
契
約
に
適
応
す
る
一
」
に
に
ん
d

る
だ
ろ
え
J

V

こ
の
方
法
は
、
法
廷
地
こ
何
ら
関
述
宇
一
布
J

て
し
仕

い
場
十
州
立
の
法
廷
泡
必
の
迎
用
拡
張
を
も
ん
｝
b
し
て
い
る
よ
う
に
ハ
一
れ
れ
る
υ

法
廷
均
の
述
。
明
胤
範
が
構
成
凶
訟
を
γ
史
止
す
る
は
切
弘
け
に
は
つ
ね
に
笥
援
な
閑
津
子
特
別
に
存
十
忙
し
に
い
る
f

J
J
Kソ
宇
土
、

d

U

J

J

I

l

 

ず
る
も
の
で
為
る
u

、
｝
心
々
法
は

た
と
え
ば
ス
ベ

f
ン
で
と
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
n

ご
の
よ
う
な
戸
に
h
h
て
は
、
裁
YU1Eは

ま

rJ
旧
安
者
契
約

r河
す
る
九
一
ら
心
連
結
胤
範
を
一
i

川
用
L
1
0
0
戸
、
の
川
怨
訟
は
、

ロ
マ
条
約
に
存
在
し
ど
い
る
u

と
こ
ろ
が
、
阪
に
人

た
よ
う
に

口

1
7
条
約
は
す
べ
て
の
消
費
者
を
保
蒸
し
て
い
る
の
で
は
な
く
そ
の
生
一
的
地
で
契
約
を
緒
川
加
し
人
当
宇
布
、

1J
な
わ
た
っ
、
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消
駆
的
消
費
者
ー
性
質
づ
け
、
つ
れ
る
消
費
者
の
み
を
保
誌
、
ν
て
い
る
じ

欧
州
司
法
裁
判
所
は
、
ス
ベ
イ
ソ
〆
臼
際
弘
法
に
ζ

り
将
人
つ
れ
r丘
町
議
ば
前
容
で
き
な
い
と
判
不
L
ん

τ
二
η一
、
｛
悶
午
九
月
h
E
の一一会

国
司
会
対
ス
ペ
イ
ン
判
決
エ

に
お
い
て
、
同
ふ
判
所
は
ス
ョ
条
項
に
閑
f
る
同
州
法
は
E
U
y」
密
投
な
凶
遣
を
右
ず
る
一
ぷ
へ

て
の
契
約
に
適
川
大
れ
な
い
、
孔
は
な
ら
な
い
と

L
た
の
で
あ
る
。
こ
の
一
常
接
な
叶
月
連
」
と
い
う
則
前
は
、
し
ゅ
人
が
っ
て
、
一
父
訴
裁
川

ん

h
に
絞
量
の
余
地
z
ど
残
し
亡
い
γ
Q
も
の
T

〕
述
併
ヘ
r一
れ
伝
日
れ
ば
な
ら
な
い
口
裁
判
一
川
は
w

の
路
運
牝
は
推
定
、
r

い
う
手
段
に
よ
り
ャ
ー
断

さ
れ
q
h
る
と
川
ぶ
し
た

叫
臥
川
司
法
裁
判
一
市
は

当
時
に
消
費
者
契
約
に
夜
、
ず
る
口
！
？
条
約
の
連
結
却
用
組
は
治
賞
者
に
と
っ
と
！
？
な
保
守
誌
を
保
昨
し
て
い

な
い
と
し
た
な
ゼ
な
ら

同
条
約
は
咋
に
出
払
他
的
な
泊
費
持
し
か
保
護
し
て
い
白
い
か
ら
で
め
る

二
心
、
」
と
に
よ
り

E l' it、と同際JJ,iU:::J相じ，，汁用CG枠＇＂・ ' 元i

山工
l
n
ヲ
を
巴
立
、

J
r
耳
ふ
官
庁
p
l
b
ι

十
八
戸
，
作
伐
の
要
討
に
も
は
や
対
叱
し
て
い
な
い
い
と
が
明
ら
か
と
な
〉
て
い
る

Y
4ずつ
p
f

、

ー

も

じ
わ
じ
訟
の
定
業
的
た
影
響

は
構
成
凶
の
抵
触
↑
い
に
つ
い
て
も
人
九
一
れ
、
そ
の
こ
と
が
条
約
心

1
1
7
1草
案
へ
の
厄
む
を
王
当
化
す
る
の
で
あ
る
r

ま
た
、

円
ッ
ハ
引
ハ
同
体
の
fv
以
苫
が
口
、
り
の
抵
触
伝
川
尻
範
を
採
抗
す
る
場
合
に
は
、

間
内
規
誕
の
よ
う
伝
、
も
の
の
川
け
守
で
は
な
く
共
同
体
渋
の

市
一
川
今
、
笥
γ
Z
J
1
る
こ
と
に
配
慮
μ

な
け
れ
ば
な
、
り
な
い
と
い
人
ノ
、
と
も
分
か
る
v

結

E
U設
り
会
約
が
情
戎
凶
伝
倣
十
叫
に
鮮
側
μ
を
お
お
は
し
て
い
る
こ
こ
は
惟
突
で
あ
る
け
、
」
の
影
容
に
ロ
り
、
桁
mポ
こ
し
こ
ヨ
市
ロ
ッ
パ
作

の
ト
必
用
範
匹
ど
町
内
法
に
ま
で
拡
張
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
百
際
広
法
だ
け
小
引
に
長
拝
中
一
受
け
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
て
占
め
る
ハ

こ
心
彩
饗
は
八
一
t

円
ま
で
つ
の
刀
法
で
表
現
さ
れ
て
き
打
。

巳h

・＇よ記
~ 、

E
｛
条
μ
払
片
山
同
組
刊
に
廿
芝
ノ
ノ
ム
弄
川
出
乞
ぷ
じ
て
レ
る
c

f
の
原
則
は
、
山
引
に
、

直
絡
に
北
川
パ
ノ
レ

t
家
族
法
の
法
律
百
九
係

ι選
出 Cづ

ヨ
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輔、、

さ
れ
る
法
Jr決
定
し
て
い
る
構
成
問
抵
触
法
剥
範
に
と
〉
て
主
き
主
な
し
て
い
る

J
し
か
し
な
7

つ
ら
、
こ
の
よ
三
ー
な
収
制
規
範
が
白
同

民
と
外
国
人
ζ

を
司
己
規
範
、
ず
な
わ
っ
、
そ
の
者
心
事
同
法
右
指
定
す
る
制
約
に
服
き
1

J

め
て
い

、
一
の
原
則
を
侵
宍
ヲ
｝

翻1

て
い
る
か
討
か
に
コ
い
て
は
機
か
で
は
な
い
、
反
対
に
、
（
2
3
2
～J
d
A
V］
｝

C

判
決
は
、
斗
ぬ
る
人
が
二
示
日
泌
を
長
ず
る
場
合
に
、
情
成

で
い
は
「
月
比
帯
の
抵
触
を
そ
の
者
に
有
司
刊
に
な
る
4
う
に
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
引
し
て
い
る
口

コ
い
て
、

z
i
ロ
ソ
パ
却
炉
開
に
よ
り
般
的
に
全
長
L
て
き
た
！
叫
ん
比
承
認
の
概
念
は
、

E
U
構
成
庄
の
誌
角
法
規
範
の
内
容
は
重
佼

な
影
響
乞
H

寸
え
て
い
る
司
能
司
が
あ
る
U

こ
の
概
念
幻
汎
用
は
、
引
に
労
働
要
約
ゃ
ん
民
社
法
の
分
貯
に
お
レ
L

瓜
わ
れ
と
い
る
c

レ」際

私
法
に
と
J
J

て
析
し
L
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
と
、
法
伝
地
の
当
局
は
法
廷
地
抗
行
法
を
、
主
蝕
す
る
二
つ
の
法
の
内
科
か
分
に

同竹
I
で
み
る

JZ己
れ
は

通
常
、
耐
用
さ
れ
る
べ
き
外
州
、
仏
常
犠
牲
に
L
て
連
川
「
る
、
一
と
が
で
き
よ
円
い
の
で
あ
る

j
－f
寸
二

一f
）
＼
〉

C
午
以
降
国
除
弘
法
に
出
向
ず
る
ヨ
！
っ
ァ
ハ
の
プ
け
ジ
乙
ク
ト
は
増
加
し
て
き
て
い
る
v

こ
れ
ら
い
い
、
ま
ず
管
伴

権
山
一
民
触
に
悶
f
ず
る
も
の
で
あ
っ
工
、
一
の
点
に
つ
い
こ
は
、
新
L
い
見
範
は
す
で
い
叫
以
国
間
f

方
々
し
て
い
る
条
約
規
範
JY
弐
曳

す
る
と
と
な
め
ざ
し
て
い
μ
り

こ
の
改
良
は
ね
」
純
粋
に
同
内
心
事
例
ー
ピ
叫
店
内
小
LT
ゐ
規
範
2
類
似
の
裁
判
決
規
性
己
保
相
仇
す
る
こ
と
に

あ
る
の
で
あ
る
、
り
て
ミ
に
は
、
ゼ
ざ
る
限
り
同
門
に

K
げ
る
と
類
似
の
笠
間
で
あ
る
よ
「
に
定
義
つ
円
ら
れ
る
ヨ
ャ
「
打
点
パ
域
内
市
域

と
い
う
概
念
の
影
響
を
見
る
ご
と
が
5
き
る
ν

h

一
心
？
？
ロ
ッ
パ
空
間
は
L
か
し
江
が
ら
法
的

一
川
づ
な
も
わ
で
ー
ヨ
〈
、
い
U

そ
ら
く
犬
、
J

て
で
う
な
る
い

一

i
l

｛
一

1

1

1

i

、

j

i

く
は
な
い
だ
ろ
う
」

そ
の
結
果

rr
よ
＼
拭
触
法
規
範
は
R
U
に
お
い
て
常
一
変
で
あ
り
続
け
る
の
C
あ
る
ハ
戸
、
の
い
一
と
か
ら
、
共
可
体
で
の
い
く
つ
か
の
キ

来
、
特
に
契
約
の
準
池
小
仏
や
契
約
れ
債
務
の
準
棚
怖
い
氏
に
見
一
G
J
γ

心
中
案
の
干
し
f

仕
が
説
明
さ
れ
る
ご
／
）
片
山
以
る
U

し
か
L
は
が
ら
、
わ
払
法
分

同
に
お
け
る
強
行
的
性
質
を
有
L
7
0
ヨ
i
ロ
ソ
パ
の
数
多
く
の
半
一
体
胤
短
刀
士
什
布
は
、
庁
一
可
、
第
一
辺
ご
り
冴
速
を
有
計
二
Q
M
財
団
へ
の

L

れ
ら
の
透
川
部
判
2
レト
1

新
し
い
…
同
肢
を
提
不
し
一
人
t

経
殺
か
ら
は
真
の
た
口
川
体
必
行
法
規
は
パ
川
手
れ
つ
つ
為
る
と
こ
ろ
だ
と
い
二
7
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一
一
三
か
分
か
る
、
排
他
的
な
や
り
ト
々
で
肉
、
つ
の
適
応
純
凶
吹
定
義
し
て
し
る
強
行
的
規
組
は
問
題
と
な
る
〉
直
川
市
規
範
に
よ
り
あ
る
は
切

十
町
ヘ
迎
尽
さ
れ
る
作
が
ど
の
も
で
フ
な
J
M
m
り
と
あ
ろ
う
と
ー
も
。
利
用
さ
れ
て
い
る
や
り

U
は
、
ほ
ぼ
半
位
紀
に
わ
止
り
立
蚊
国
際
ぷ
渋
に

お
い
て
ん
サ
ハ
J

れ
て
い
る
位
一
議
出
用
法
や

方
的
適
旧
法
乙
い
う
手
法
王
瀬
川
凶
ミ
あ
る
ペ
ヤ
の
手
法
は
お
そ
ら
く
ぷ
変
性
を
探
求
す
る
祈

ア
な
法
秩
川
河
有
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
、

E
U
心
中
で
の
J
A
Kけはり一
1
1
ロ
J

パ
規
範
－
U
A市
民
は
、
信
一
一
戸
、
特
に
ハ
グ
匹
際
立
法
会
誌
の
よ
t

J

な
窓
際
検
均
九

で
の
7

し
れ
ら
の
一
判
と
の
バ
際
条
約
の
締
結
と
交
、
f

か
と
い
う
排
し
い
孜
策
お
な
胡
町
時
v
d一
一
－
小
し
て
い
ヨ
る
乙

ヨJ
た
ん
E
じ
が
事
際
円
以
渋
乞

’
氾
心
宇
取
に
つ
い
と
採
抗
し
た
な
ら
ば
、

E
J郎
防
条
約
を
父
一
W
L
i
f一
柿
結
ず
る
抗
也
前
な
権
限
デ
↓
連
合
が
布
、
す
る
の
で
た
る
一
－
J

な
わ
ち

構
成
国
は
そ
わ
以
砕
そ
む
よ
う
な
と
と
乞
す
る
こ

2
叫
J

で
き
な
い

こ
こ
で
、

ιひ
、
国
際
的
と
尚
一
回
に
必
を
し
よ
う
、
ょ
す
る
法
秋
山
沖

E l' it、と同際JJ,iU:::J相じ，，汁用CG枠＇＂・ ' 元i

の
山
一
日
叫
に
’
気
っ
か
ち
れ
る
、
」
と
と
な
る

一旬、〕八一下
J

｝G
b
c
w
A
f
J

】之。

戸、ノ、戸、ヘヤ内
4
f

】f
、じん比九ド
h
v
J刊

－2

こ
れ
コ
一
の
正
幸
？
の
リ
ス
ト
に
づ
い
て
は
、
ヨ
l
ワ
ノ
バ
γ

凶
薄
弘
法
グ
ル

T

ノ
、
じ
ロ
ロ
弓
一
一
の
ホ
ム
ベ
l
J／
古
参
昨
む
こ
〈
：
2
P

ユコロ勺公｛ザユ＼（〕角川内山】｝》

－4
一
方
の
旦
ぐ
J

汚こ守仏称、いれとと
f
」A
》バ4
下一
hMF
）c
f
H

｛日

ヘ
J

先
月
モ
ー
ヌ
コ
時
】
い
口
、
日
。
（
C
P
」ヘ
X
d争点J

にD
U
P
目

kzo一コ凶ゴで一2P
セ

R
7
4
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λ

日山吋
F
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z
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E
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ユ
コ
凶
FDA
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凡さ凶一泌さーや、司《

RiA（）（出｛
H
J
V
N
）

－
り
一
方
の
旦
《
じ
1
J

汚戸豆長－口
NPFγ

ムハ斗戸ニ
F
F

三一日（」スヒ」
C
九
円
時
（
ヒ
ヒ
「

rrw

｛一t

悶〔つ
m
f
e
J
月三］一いた＼日
C
「｝〈

0
】
hhニ
ヨ
包
日
CCF
」ヘ
V
〈
J
N
刊日
C
C
C
H
r
一口

（on
～
た
2
内一化｛寄三｝
ωh件、、一、（）
A

）守一一
z
j
V
3
u
r
F

〉）ちこコーと
2

「
二
と
三
叉
｛
エ
「
r
丈一二三
2
とど
4

一h与え（三一
C
コ
牛
句
止
と
守
J

］三二一一一二三
2
2
m
b
x
z
h一』主主

口
h
h
M
H
E
E
M
E
C
E
命
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庁
内
P
2
5
h
H
R
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V
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何
回

xzd
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5
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輔、、

ご
O
口
令
ロ
戸
匁
角
川
似

br一戸勺戸一
JZ2
ハ一勺
J
］
戸
止
宗
一
同
戸
伶
出
ゲ
【
令
子
ユ
…
一
】
ρ

－FVLFJZ戸山一口今一｛ぺ］

οプ戸。門戸ごコ
Z
L命
日
七
↓
b
ニ
AFnゆ
JAVZ
コご
J戸
何
回
令
フ

Z
4
0
2
ム

J口戸同戸何回

2
山
一
台
『
へ

X
R
反
）
三
円
］
己

へり
J

日
以
刺
山
内
↓
＃
？
に
一
と
よ

h

一
般
的
」

b
U
J
d
t
y山

J

F

3

2

2

1

↓C
M
H戸時
P
E
B
A
2一
こ
コ
f
J
E
F
e
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C
々
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で
｝
三
円
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O
戸
M
W
E
C
Z
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Y
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J
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（
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出
向
ご
と
州
、
之
宮
、
誌
な
と
ミ
ご
ミ
E
h
r
＼一三
Pへ
～
言
、
ミ
ミ
之
宮
ミ
ミ
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ミ
〉
℃
u
L
2
F
p
h
b
A
r
z
y
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、
ア
竺
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～
二

HA
］Uv…
2A「おーい河の
f
h
I
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H
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E
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H
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巾
E
R
1
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c
m
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－
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c
E
E百
戸
市
百
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目
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H
Z
E
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2
欠
古
今
－
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ヨ
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U
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ミ
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2
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p
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c
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H
U
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d
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句
ニ
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コ
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E
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J
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w
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p
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俗
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Y
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